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古いフィルム映像の修復アルゴリズムの開発 

1. フレーム毎の位置ずれ補正 

 多くのフィルム映像には劣化が存在 

鑑賞に十分な画質ではない 

MPEG等で圧縮する際の圧縮率の低下 

フレームごとの位置ずれ フリッカ ブロッチとスクラッチ 

ディジタル自動修復が必要 

 本研究で対象とする映像  
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ピーク位置が        
画像のずれ量だけ移動 2枚の画像 

 カメラワーク推定 (パン，チルト) 

位置ずれ：周波数全体，カメラワーク：低周波域 

カメラワークはフレーム毎の位置ずれ量を 
低域通過フィルタに通すことで得られる 

フリッカパラメータ     を推定 

フリッカのモデル化 

時間方向α-トリムド 

平均値フィルタ 

・・・ ・・・ 

参照画像 

最尤推定法 

: 注目フレーム 
2. フリッカ除去 
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 位相限定相関 
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 ブロッチ検出 

 ブロッチ除去 

劣化映像 ブロッチ除去映像 

ブロッチ 

ブロックの分類 

背景領域 

時間領域で 

メディアンフィルタ 

空間的に補間してから 

前後の動き補正フレームと 

メディアンフィルタ 

ブロッチ除去 

 スクラッチ検出 

 スクラッチ除去 

垂直方向の 

ダウンサンプリング 

スクラッチ検出の過程（100フレーム分） 
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スクラッチ除去画像 

劣化画像 

スクラッチのマスキング 

スクラッチ検出結果 
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スクラッチ検出 
垂直方向の線成分 

除去 

垂直方向の線成分を除去した画像 

4. スクラッチ除去 

3. ブロッチ除去 

候補から 

スクラッチを選出 
スクラッチ候補 
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スクラッチ 

検出結果 

スクラッチ 

除去結果 
劣化映像 

近隣フレームの動きベクトルを推定 

ブロッチ候補を推定 

動き物体のエッジを推定 

ブロッチマスク作成 

 ブロッチとは 

フィルム表面の剥離や埃の付着が原因 

空間的に一様， 時間的に不連続 
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動き物体領域 

 スクラッチ検出・除去の流れ 


